
姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 だ よ り 

 
緑の自然のごとく あしたをひらく豊かな心  緑の若葉のごとく あしたを創る確かな学力  緑の大樹のごとく あしたを担うたくましい身体 

令 和 ６ 年 ８ 月 号          

 

学ぶ喜びを伝えるために 
姶良・伊佐教育事務所長  上拂 博文 

右は所長室に掲げられている言葉である。 
事務所だよりのタイトルにもなっている「緑の教育」とは，緑豊かな姶

良・伊佐地区の自然にちなんで付けられ，また，人間と自然の融合を図り，
生涯にわたって豊かな心をもつ人づくりを進める姶良・伊佐地区の教育を象
徴する言葉である。 

それに続く5つの言葉。緑の教育の意義・目的と同時に，本地区で大切に
してきた教育観なのだと受け止めている。 

今回は，1学期に行われた管内小中学校の研究授業に係る出来事を「学ぶ
喜びを伝えるために」と重ねて記しておきたい。 

●「もう一度，模擬授業に付き合ってもらえませんか。」 
公開授業の前日に，同僚（学年部）の教諭に対して発した授業者の言葉。 
●「今日の授業が一番良かったね。」 
フレッシュ研修の代表授業を終えた初任者を見て呟いた同僚（同学年教諭）の言葉。 
研究授業に臨むにあたり教師は改めて問い直す。 
「どうすれば児童生徒に本時，本単元（題材）を学ぶ喜びを伝えることができるか。」 
授業単元（題材）のねらい，学び取らせたい内容（本質），指導に当たっての留意点等を児童

生徒の実態を踏まえ整理する。その上で本時の授業のねらい，内容，そして児童生徒が主体的に
学びたくなるように，さらに対話的に学び，新たな発見，創造によって学びが深まるように，教
材・教具，発問，場の設定等の働きかけを検討する。 

次に，同僚を児童生徒役にした模擬授業や他の同学年学級での授業で検証してみる。 
この授業改善に向けた一連の取組（日本の先輩教員も大切にしてきた授業研究）によって，教

師としての新たな発見，創造が生まれ，学ぶ喜びを味わうことになる。さらに，それを分かち合
える同僚がいることで，学ぶ喜びは一層大きいものになる。 

このプロセスが教師として学ぶ醍醐味であり，教師だからこそ味わえる喜びである。そしてこ
の喜びを教師が味わっているからこそ，子供にも同様に伝えたくなるのだ。 

研究授業に係る研修が，教師の主体的・対話的で深い学びになっていたからこそ生まれた上記
の発言。2つの公開授業は，研修観の転換が求められる中，よりよい授業への「問い」から始ま
り，教師同士の対話を重視し，互いに学び合うことを目指し行われてきた（日本の伝統でもあ
る）授業研究の価値と「学ぶ喜びを伝えるために」教職員が一体となって緑の教育を実践してい
る様子が感じられる嬉しい出来事だった。 

次回は「運動の楽しさを味わわせるために」行われている緑の教育にふれてみたい。 

県有施設の利用促進を！～この夏，是非ご活用ください～ 

７つの県有常設展示施設において，県内にお住まいの小・中・高校生（18
歳以下）は，土・日・祝日の入場料が無料となります。施設を利用し，郷土
についての学びを深め，ふるさとを愛する心を育みましょう。※ 入場時
に，年齢や住所を確認できる書類の提示が必要です。 

 歴史・美術センター黎明館【鹿児島市】 
 県立博物館プラネタリウム【鹿児島市】 
 フラワーパークかごしま【指宿市】，上野原縄文の森【霧島市】 
 霧島アートの森【湧水町】 
 屋久島環境文化村センター【屋久島町】 
 奄美パーク【奄美市】  

【県HP＞健康・福祉＞青少年＞青少年育成】 



授業の「導入」・「展開」・「終

末」に分けて整理されてい

ます。ぜひ御活用を！  



魅力ある学校づくり～今こそ取組の確認を！～     

１ まずは「生徒指導」とは 
   「魅力ある学校づくり」に取り組む前に，生徒指導の定義について押さえておきましょう。 
   「生徒指導提要」では，以下のように設定されています。 

【生徒指導の働き（機能）】 

生徒指導とは，児童生徒が，社会の中で自分らしく生きることができる存在へと，自発的・主体的に成長や発達する

過程を支える教育活動のことである。なお，生徒指導上の課題に対応するために，必要に応じて指導や援助を行う。 

○ 児童生徒が自身を個性的存在として認め，自己に内在しているよさや可能性に自ら気付き，引き出し，伸ばす 

○ 社会生活で必要となる社会的資質・能力を身に付けることを支える 

   学校の教育目標を達成する上で重要な機能を果たすものであり，学習指導と並んで学校教育において重要な
意義をもつもの 

２ 具体的な取組について（令和６年４月 高校教育課学校教育生徒指導班「魅力だより」から） 

  こちらからダウ

ン ロード で きま

す。 

○ ポイント 

① 子供の１年後のゴールイメージ

を抱く。 

②  「意識調査」で子供の声を聴く。 

 → 「強肯定評価」にのみ着目する。 

  「強肯定評価」につなげるため

に，どのような取組が必要か？ 

③  「意識調査」を基に話し合う。 

→ 個別支援の話ではないことに

留意！ 

対象は全ての子供であること

に留意 

２学期の始めに「意識調査」を行

い，どのような取組ができるかを

全職員で考え，実践しましょう！ 

姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 員 が 紹 介 す る 私の元気の出る言葉 ⑯ 
 「名を成すは常に窮苦の日に在り，事に敗るは多く得意の時に因る」（渋沢栄一） 

～原著：中国・明末期の書物「酔古堂剣掃(「敗事多因得志時」) ～ 

 「物事の成功や，人間としての成長は，困ったり，苦しんだり，窮したりしている時にこそ達成される。
また反対に，失敗したり，敗れたりすることの多くは，得意になって慢心・油断している時に起こる。」と
いう意味の言葉です。 

大学進学のため，私が実家を離れる際に，今は亡き父親が，紙切れに書いて手渡してくれた言葉です。若
い頃は，意味を理解しようともせず，見返すことはほとんどありませんでしたが，今ではお守りのように手
元に置いている言葉です。時に，紙切れを見ながら，「辛く，厳しい今こそ努力しよう。うまくいっても調
子に乗るなよ。」と自らを律しつつ，前進するパワーをもらっています。（Ｍ．Ｓ） 



令和６年度 地区研究公開校の取組のポイント紹介     

学校名 研究領域 
（教科等） 公開日 研究テーマ等 取組のポイント 

姶良市立 
姶良小学校 

道徳教育（地

区道徳教育研

究会会場校） 
令和６年 
６月28日 

  考え，議論する道徳を目指して 
～道徳の特質に応じた「協働的な学び」の充実～ 

○ ３つの指導観（価値観・児童観・教材観）を明確にした授業での発問

の工夫 
○ 協働的な学びに向けた指導方法と話合い活動の工夫 
○ 道徳性を養うための環境整備の工夫 

姶良市立 
加治木中学校 

道徳教育（地

区道徳教育研

究会会場校） 
令和６年 
７月12日  自他ともに尊重し，豊かな心を育む道徳教育の在り方 

〇 単位時間のねらい（指導観）の明確化（まとめシートの活用をとお

した生徒の実態把握） 
〇 問題解決的な学習（発問の工夫），疑似体験的な学習 
〇 効果的なＩＣＴの活用 

霧島市立 
中津川小学校 

学力向上 
（小規模校・

複式指導） 
令和６年 
10月10日 

 児童に確かな学力をつける算数科の授業づくり 
～ガイド学習及びＩＣＴ活用を通して～ 

○ 低学年から高学年へと発達段階に応じたガイド学習を通した児童の

思いや考えを表現し合える授業づくり 
○ ＩＣＴの効果的な活用を図ることにより，問題を発見・解決する力

や自分の考えを形成する力の育成 
姶良市立 
西姶良小学校 

学力向上 

（ＩＣＴ活用） 
令和６年 
11月27日 

 ＩＣＴを効果的に活用し，主体的・対話的で深

い学びを目指した授業づくり 
～算数科の学習を通して～ 

○ 一人学びの充実のための手立て 
○ ＩＣＴの活用を通した環境づくりや教材の工夫 
○ ロイロノートを使った継続的な振り返り 

湧水町立 
吉松小学校 

学力向上

（算数科） 
令和７年 
１月28日 

 自ら課題と向き合い，他者と協働しながら課題解

決に向けて学習に粘り強く取り組む子供の育成 
～「数学的な見方・考え方」を働かせる授業を通して～ 

〇 自ら問いをもつことができる学習課題の工夫 
〇 自らの考えを形成しやすい学習形態の工夫 
〇 対話や協働の必要性がある手立ての工夫 
〇 視点を意識した振り返り 

姶良市立 
柁城小学校 

学力向上 

（ＩＣＴ活用） 令和７年 
２月13日 

自立した学び手を育てる学習指導の在り方 
～学び方の自己決定と振り返りの習慣化を通して～ 

○ 学び方を自己決定する場の在り方（自己決定の場面や視点，ＩＣＴ

活用の工夫） 
○ 学び方を振り返る場の在り方（振り返りの場面や視点，ＩＣＴの活

用の工夫） 


